
議案質疑要望指摘事項・討論

（ 5 ） （ 4 ）

み
、施
政
方
針
の
各
施
策
も
着

実
に
進
め
ら
れ
た
。

Ｑ　

財
政
力
指
数
な
ど
に
つ
い

て
、平
成
29
年
度
決
算
や
他
の

類
似
団
体
と
比
較
し
、ど
の
よ

う
に
評
価
し
て
い
る
の
か
。

Ａ　

財
政
力
指
数
は
0
・

9
0
6
で
前
年
度
対
比
0
・

0
0
8
の
上
昇
、経
常
収
支
比

率
は
91
・
4
％
で
前
年
度
対
比

0
・
5
ポ
イ
ン
ト
の
減
少
な
ど
、

お
お
む
ね
前
年
度
よ
り
数
値
が

改
善
さ
れ
た
。ま
た
、全
国
の
類

似
団
体
の
平
均
と
比
較
し
て

も
、財
政
力
指
数
は
同
水
準
で

あ
り
、経
常
収
支
比
率
は
2
・
3

％
低
い
水
準
と
な
っ
て
お
り
、

良
好
な
状
態
が
保
た
れ
て
い

る
。  

◇
◇　

交　

通　

◇
◇

Ｑ　

高
齢
化
が
進
む
中
、地
域

で
円
滑
な
交
通
網
の
構
築
が
重

要
だ
が
、ど
の
よ
う
な
対
策
を

講
じ
た
の
か
。

Ａ　

地
域
公
共
交
通
会
議
を
開

催
し
、市
内
循
環
バ
ス
茶
の
花

号
の
運
行
の
見
直
し
を
行
い
、

運
行
ル
ー
ト
の
延
長
、新
設
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、駅
や
病

院
、商
業
施
設
な
ど
日
常
生
活

に
密
接
に
関
連
す
る
施
設
へ
の

乗
り
入
れ
や
入
間
市
と
の
広
域

連
携
を
実
施
し
た
。ま
た
、新
た

な
公
共
交
通
マ
ッ
プ
を
作
成

し
、全
戸
配
布
し
、市
民
へ
の
周

知
を
図
っ
た
。

◇
◇　

産　

業　

◇
◇

Ｑ　

狭
山
市
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の
開
所
の
た
め
の

経
費
の
内
容
と
現
在
の
運
営
状

況
は
。

Ａ　

経
費
は
、セ
ン
タ
ー
長
な

ど
の
募
集
採
用
経
費
や
相
談
ス

ペ
ー
ス
に
配
置
す
る
打
合
せ

用
テ
ー
ブ
ル
な
ど
の
ほ
か
、防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
費
用
な
ど
で

あ
る
。相
談
業
務
件
数
は
、本
年

４
月
15
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
か
ら
８
月
末
ま
で
で

5
6
3
件
と
、多
く
の
方
の
相

談
を
受
け
て
い
る
。

◆全員が賛成した議案
人事教育委員会委員の任命(橋本秀樹氏）、人権擁護委員候補者の推薦(小川洋之氏、髙橋光幸氏、朝
長里美氏、川田千春氏） 条例の制定会計年度任用職員の報酬等に関する条例　条例の廃止幼稚園
授業料徴収に関する条例　条例の一部改正印鑑条例、特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業
の利用者負担額を定める条例、家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例、特定
教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例、放課後児童健全育成事
業の設備及び運営に関する基準を定める条例、学童保育室条例、建築基準法等関係事務手数料条
例、水道事業給水条例 特別会計補正予算国民健康保険（第１号）、介護保険（第２号）、後期高齢者医
療（第１号） その他会計の決算認定国民健康保険、狭山市駅東口土地区画整理事業、後期高齢者医
療、水道事業 未処分利益剰余金の処分水道事業 その他専決処分の承認(元年度一般会計補正予算(
第3号))、所沢市と狭山市との学齢児童生徒の教育事務の委託、市道路線の認定

令和元年第３回定例会では、市長提出議案31議案を審議し、採決の結果、
すべて承認・同意・可決・認定しました。

◆賛否が分かれた議案　　　　　　　　○…賛成、×…反対、退…退席、討…討論者、議長は採決には参加しません
議
案
番
号

会派名
議員名

 議案名

令政会 公明党 はつらつ創造日本共産党新政みらい 無所属
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73 令和元年度一般会計補正予算(第４号) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長

○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ×
討 ○ ○

78 平成30年度一般会計歳入歳出決算認定 ○ ○ ○
討 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ×

討 × × ○ ○ 退 ×
討 ○

81 平成30年度介護保険特別会計歳入歳出決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○

85 平成30年度下水道事業会計未処分利益剰余金の処分 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ × ○ ○

86 平成30年度下水道事業会計決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ × ○ ○

市議会トップページ⇒右側の動画配信ボタンをクリック
⇒左側の配信メニューを選択

狭山市議会をパソコンで！スマートフォンで！
インターネット配信をご覧くださいインターネット配信をご覧ください
http://www.city.sayama.saitama.jp/gikai/

狭山市議会 検索

賛成討論（要旨）
　緊縮財政により、財政健全化をしっかり守
ったうえで、「狭山市まち・ひと・しごと創生総
合戦略」に位置付けた事業をはじめ、各重点事
業を計画的に実施されたものと大きく評価する。
▶事業の選択と集中により、経常経費の削減、
計画に位置付けた施策の推進、繰り越し事業
も減少　▶狭山市駅周辺の無料公衆無線ＬＡ
Ｎの整備　▶公共交通対策事業で入間市との
広域連携が実現　▶認可保育所の着実な整
備、新狭山保育所の土曜日の保育時間の延長
▶母子保健型利用者支援事業により出産や子
育ての細やかな支援を実現　▶地域の雇用拡
大と消費拡大、税収増に向けた狭山工業団地
拡張の着実な進展　▶災害時要援護者を対象
とした避難情報等電話一斉配信サービスの導
入など、防災機能の充実が図られた　▶入間
川東小ほか４校のトイレ洋式化の工事を実施
▶英検の無償化実施（中学３年対象）し、学力
日本一に向けた取組みをさらに推進されたい

反対討論（要旨）
　国の政治による困難の防波堤になる市政へ
の転換を求めて、以下の点を指摘する。
▶入曽駅周辺整備事業は、住民の声を聞き見
直しを　▶マイナンバー交付事業は、4,759
万円も市の持ち出しがある。国に廃止の要望
を　▶生活保護率が人口対比0.65％で県平均
の半分。原因の全市的な調査を　▶公共施設
の老朽化に早急な対応と計画的な修繕を
▶小規模事業者が参入できるよう店舗・住宅
リフォーム助成制度の改善を　▶特別交付税
を活かし、便利な喜ばれる茶の花号への見直
しを　▶狭山市駅西口駐輪場の収入を原資
に、中央公民館利用者や通学生の駐輪場料金
の無料化や軽減を　▶待機児童解消に向け、
第２期子ども子育て支援事業計画では余裕あ
る定員確保を　▶サピオ稲荷山は公の施設と
しての役割が継続される運営を　▶代替地と
して取得した土地を事業用地として利用しな
ければ、売却して税収増を図るべき

■総務経済委員会
１　農業の振興については、生分解性マルチ   
を普及させ、農業事業者の負担軽減を図る
ため、県へ強力に働きかけ、支援について検
討されたい。
２　災害時の情報発信については、確実に情
報が市民に伝わる方法を研究するとともに
情報伝達の訓練も拡充されたい。
３　土地開発基金の土地開発公社への貸付金
については、相当の期間を経過しており、買
い戻しを行うなどの有効活用について早急
に検討されたい。

■文教厚生委員会
１　老朽化する市内医療・福祉・教育施設の維持
管理においては、安全対策と計画的な修繕に
努められたい。
２　公立保育所においては、待機児童の早期解
消に向け、保育士の処遇改善を行い、加配も視

野に入れながら保育士の確保に努められたい。
３　国で配置が努力義務となっている学校図書
館司書については、全中学校に配置されるよ
う予算措置を図られたい。

■建設環境委員会
１　ごみの福祉的な戸別収集は、今後も持続可
能となるよう、職員体制を強化されたい。
２　道路の修繕等が迅速に行なえるシステムを
早急に構築されたい。
３　公園等の屋外スポーツ施設における、劣化
したグラウンド等、老朽化した附帯施設及び
トイレについては、　利用者に不便をきたさ
ぬよう、速やかに
改修されたい。
４　狭山市駅加佐
志線については、
積極的に整備さ
れたい。 市長に要望書を提出 採決の結果

常任委員会からの　要望指摘事項

◆平成30年度 一般会計歳入歳出決算認定
議案に賛成･反対します討

論


